
消化管造影検査における代替薬使用に関する説明 

消化管造影検査では、通常、「ガストログラフイン経口•注腸用」とい

う造影剤を使用します。 

しかし現在、この薬剤は全国的な供給不足により、十分な確保が    

困難な状況となっています。 

そのため、代替薬として、イオパミドール注射液またはオムニパーク

注射液(一般名：イオヘキソール)を使用させていただきます。 

これらの造影剤は、日本では主に血管造影検査などに使用されて  

おり、消化管造影検査への使用は国の承認を受けた保険の適応では 

ありません。 

しかし、海外(アメリカやイギリスなど)では消化管造影検査にも広く

使用されており、有効性および安全性が認められています。 

当院では、十分に安全性へ配慮したうえで使用いたします。 

なお、本検査における代替薬の使用は保険適応外となりますが、    

使用に伴う追加の費用をご負担いただくことはありません。 

また、造影剤の使用により、まれにアレルギー反応(発疹、かゆみ、  

息苦しさなど)や体調 の変化が起こることがあります。 

万一、そのような症状が現れた場合には、速やかに必要な処置を   

行います。 

 

 

お問い合わせ先：当該治療を行った担当医師 

TEL：0277-44-7171（代表） 
 
 

 

 

 


